チャランケ通信　第９１号　2014年１２月８日
　「チャランケ」とは、アイヌ語で談判、論議の意、「アイヌ社会における秩序維持の方法で、集落相互間又は集落内の個人間に、古来の社会秩序に反する行為があった場合、その行為の発見者が違反者に対して行うもの、違反が確定すれば償いなどを行って失われた秩序・状態の回復を図った」(三省堂『大辞林』より)
 元内閣官房参与　峰崎直樹

　寒波の中の総選挙、自公連立側は300議席を上回ると予測
総選挙に突入して以降、日本列島は寒波に襲われ、四国や関西などでも大雪に見舞われ、各地で車が立ち往生したようだ。師走の中での総選挙は、2年前の民主党が政権を失った時以来で、わずか2年間と言う時間の経過ぐらいでは民主党時代の政権運営の拙劣さを挽回することができず、自民党・公明党の連立与党側が有利に選挙戦を進めているようだ。マスコミ各紙もほぼ全紙が、自民・公明両党で300議席を大きく上回り、全議席の3分の2を上回る絶対安定過半数を確保しそうな勢いだという。自民党や公明党の有権者全体の支持率では過半数を確保できなくても、野党側が分立しバラバラで戦えば小選挙区では不利になってしまい、この選挙制度特有の死に票という屍が累々となってしまうわけだ。

50%を下回る低投票率も予想され、一票の格差問題と低投票率による正当性に疑問が出てくる
この、中小政党の乱立が整理されるのは恐らく2～３回の選挙をくぐった後になると見られ、当分の間自民・公明連立政権は安泰のように見る向きが多い。そのせいだろうか、事前に「必ず投票所に行く」と答えた比率が落ち込んでおり、投票率が50％台、下手をすれば過半数を割ってしまうような低投票率になる危険性すら指摘され始めている。1票の格差に関する最高裁の憲法違反判決と言う法的正当性だけでなく、過半数に達しない投票率という政治的正当性の欠如も加わる中で、果たしてこの選挙は有効なのかどうか、大きく問題視されていくかもしれない。
参議院での与野党逆転、ねじれ国会に苦悩した政権党の共通体験
ただ、同じ国政選挙と言っても、参議院選挙となれば、3年おきの半数改選であるため、劇的ではないにしても与野党の逆転をもたらしやすく、過去の総理が選挙の結果を受けて退陣するのは参議院選挙の結果だったことが多いのが気になる。来年の統一自治体選挙、そしてその1年後の参議院選挙で野党側の戦線が整備されてくれば、おもしろい戦いを組むことが可能になってくる。参議院が与野党逆転すれば、参議院で否決されたものを衆議院で再議決するには3分の2以上の賛成が必要となるわけで、下手をすればまたぞろ何も決められない国会になる危険性が高まってくる。その厳しさや苦しさは、自民・公明連立政権でも経験したし、民主党も同じく経験したわけで、国政の停滞や混乱を招いたことは記憶に新しい。民主党政権凋落の原因の一つには、衆議院で法案を通しても参議院で否決されるために、事実上政権運営が何時も野党側である自民・公明両党にキャスティングボードを握られていたことが大きかった、と自分の体験から言えるように思えてならない。
一票の格差解消と衆参ねじれ国会への制度改革準備も必要では
そう考えたとき、今やっておくべきことの一つは、衆議院で過半数を握ったとしても、参議院で過半数を失った場合にどのようにして「無政府状態」になることを阻止していけるのか、という事である。つまり、衆議院が権力の府であり、その衆議院と対等の権力（利）を参議院が事実上握っている法案や国会同意人事での、衆参ねじれ状態における解決方法の仕組みを、今の段階で作り上げておく必要があるのではないか、という事でもある。民主党が政権交代を経験した中で、日本政治の統治機構の脆弱点を克服していくための改革を、お互いに胸襟を開く中で解決しておくべきだと思うのだ。もちろん、選挙が終了した後の課題であるが、こうした日本の国会改革は、1票の格差に絡む選挙制度改革と並んで大きな問題と言えよう。

憲法改正なら簡単だが、実現までに時間がかかる
もちろん、憲法第59条の改正によって、衆議院で議決された法案を参議院が否決した際に、衆議院で再び議決できるのを3分の2から2分の１に変更することができれば一番良いのだが、憲法改正事項となるとそう簡単には進められなくなることは確実であり、国会法や各種規約や慣例などを改正することで、ある程度は解決可能な分野であり、おそらく与野党を問わず権限を弱められる参議院側の反対はあろうが、国の統治機構の弱点の克服には与野党や衆参と言った壁を乗り越えて、是非とも改革して欲しい。ちょっと問題視するタイミングに関して、やや検討違いな感じがしないでもないのだが、早めに解決しておくべき重要な問題だと思う。
諸冨教授著『地域再生の新戦略』(中公叢書2010年刊)に注目

さて、前号で取り上げた成長戦略の問題について、再び諸冨教授の過去に出された著作に注目し、新たな論点を取り上げてみたい。それは、ちょっと古くなったのだが2010年に中央公論社から叢書として出版された『地域再生の新戦略』と言う著書である。最近になって読み始めた本で、未だ総てを読み終えたわけではないので断定的なコメントを書くことは控えたい。出版された時期が、民主党政権交代の直後であり、「コンクリートから人へ」と言うスローガンを擁護している点が懐かしい。この本は、それをさらに一歩進めて「人的資本」から「社会的資本」へと日本経済、とりわけ地域経済を発展させていくべきことを主張されているようだ。

効果の無かった90年代の公共事業重視の財政支出

この『地域再生の新戦略』冒頭の「はじめに」の項では、自民党政権がバブル崩壊後の1990年代に採ってきた「旧来型の公共事業重視の財政支出」は、多くのハコモノと巨額の公的債務を残しただけで、成長の原動力にならなかったことに触れ、何に投資すれば良いのか、と言う問いを設定されている。その際に踏まえなければならないのは、「経済のグローバル化」と「資本主義経済システムの非物質主義的展開」という二つの大きな構造変化だとされる。
「グローバル化」による地域経済の疲弊化、どう克服するのか
「経済のグローバル化」については、市場のグローバル化と主権国家の範囲は限定されることの矛盾として、一国主義的な福祉政策が機能不全に陥りつつあることを指摘され、所得や富の格差を拡大させ、さらに地域格差をも拡大させていることを指摘される。特に、地域格差の問題については、グローバル化によって日本企業の生産拠点の海外移転を加速させ、地域経済が雇用の減少など大きな痛みを生み出してくる。それに対して、自民党政権が進めてきた公共事業では、こうした地域格差を支えられなくなってきており、自らの手で地域を発展させる方策を見出すよう迫ってきていることを指摘されている。大方の皆さんが首肯しうる問題点の指摘であろう。
「資本主義経済システムの非物質主義的展開」とは何か
問題は、次の「資本主義経済システムの非物質主義的展開」であり、「非物質主義化」とは、要は「経済のサービス化、情報化、あるいは知識経済化」と呼ばれている現象と軌を一にしていることで、経済が一定の物質的所得やサービスの水準に達すると、「物的なものよりも非物質的なものにより価値を置くようになってくる」だけに、人々の幸福感も物的サービスの量的拡大ではなく非物質的なものへと大きく転換してくる。
では、そもそも「非物質的価値」はどのようにして生まれてくるのか、諸冨教授は、人と人々が取り結ぶ関係性から、つまりデザインや文化芸術に典型的に見られるように、非物質的価値は人の知識、技術、思想、価値観などが創造的に組み合わされることで生み出されるとされ、かくして「人」の価値が重要になり、「人」の創造性を引き出すために「人」への投資こそが重要だ、と指摘されている。

「人的資本」だけではなく「社会関係資本」の厚みが重要
ここまでは、前回のインタビュー記事とほぼ同じ論点を展開されているのだが、天才は別として孤立した「人」では非物質的な価値は生まれてこないわけで、「人々がチームを組んで相互に刺激しあい、化学反応が起きるなかで生まれてくる」ので、人間同士の創発的なネットワークをいかにして作り上げるかが、新しい発展のカギになるとし、その人間関係の厚みこそが「社会関係資本」と呼び、それこそが新しい発展の在り方を左右すると強調される。諸冨教授は、「人的資本」から一歩進められ、この「社会関係資本」の重要性を強調され、次のような結論に到達されている。
　「資本主義経済システムが非物質主義的な展開を遂げていく時代には，『人的資本』だけでなく『社会関係資本』への投資が重要になっていく」（5ページ）と。
どうすれば「社会関係資本」の厚みが増し、地域の経済発展に結びついていけるのだろうか。単なる「人」に対する教育・研究・訓練だけではダメで、人間同士の創発的なネットワークづくりがカギを握るという指摘は重要である。
　以下、まだ十分に目を通していなないのだが、公共事業中心の財政を自然資本、人的資本、社会関係資本への投資へと切り替えた長野県やEUの事例、地域の持続可能な発展に向けた日本の3か所の市町村の事例を取り上げ分析されている。　　
　社会関係資本への政策展開はどのように進められるべきか
　前回取り上げた朝日新聞のインタビューでは、人的資本への投資だけ触れられ、社会関係資本への投資と言う問題提起がなされていないのが気にかかった。未だ社会関係資本への投資が、上手く政策として展開できるところにまで到達できなかったのだろうか。もちろん、人的な投資として社会保障や教育への投資が「社会的投資国家」戦略として重要であることは確かなのだと思うのだが、「社会関係資本」への政策展開はどのように進められるべきなのか、インタビューの中での展開が欲しかったのだが…。未だ、よく読み込んでいないせいなのかもしれない。
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